
 

２
月
25
、
26
日
の
両
日
、
鹿
児

島
県
庁
に
お
い
て
、
屋
久
島
世
界

遺
産
地
域
科
学
委
員
会
お
よ
び
ヤ

ク
シ
カ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

 

同
科
学
委
員
会
は
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
屋
久
島
の
自
然
環
境

を
把
握
し
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
順
応
的
管
理
に
必
要
な

助
言
を
得
る
た
め
、
学
識
経
験
者

等
に
よ
る
委
員
会
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
第
２
回
の
会
議
で
は
、

①
平
成
26
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
の
概
要
②
ヤ
ク
シ
カ
対
策
③
屋

久
島
山
岳
部
に
お
け
る
利
用
対
策

を
主
な
議
題
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。 

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
】 

 

九
州
森
林
管
理
局
か
ら
は
本
年

度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
に

つ
い
て
概
要
報
告
を
行
い
、
環
境

省
か
ら
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
27

年
度
に
か
け
て
実
施
す
る
「
屋
久

島
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
お
け
る

利
用
の
適
性
化
に
向
け
た
検
討
及

び
利
用
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

実
施
業
務
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
含
む
調
査
方
法
の
概
要
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
山
岳
部
の

利
用
に
関
し
て
科
学
委
員
会
が
ど

の
よ
う
に
検
討
し
提
言
で
き
る
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

九
州
森
林
管
理
局
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
概
要
を
以
下
に
紹
介
し
ま

す
。 

○
屋
久
島
西
部
地
域
の
垂
直
方
向 

 

の
植
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
概
要 

 

標
高
０
㍍
か
ら
国
割
岳
山
頂
付

近
の
標
高
１
３
０
０
㍍
地
点
ま

で
、
お
お
よ
そ
２
０
０
㍍
ご
と
に

８
カ
所
の
調
査
区
が
設
定
し
て
あ

り
、
５
年
毎
に
植
生
の
変
化
を
把

握
し
て
い
ま
す
。 

 

10
年
前
と
比
較
し
て
植
生
に
大

き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

標
高
２
０
０
㍍
以
上
で
は
直
径
の

大
き
な
個
体
数
が
増
え
た
分
、
直

径
の
小
さ
な
個
体
数
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
森
林
が
次
第
に
成
熟
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。 

○
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
生
育
状
況
調  

 

査 

 

国
割
岳
の
南
西
側
標
高
４
２

０
㍍
～
７
０
０
㍍
に
設
定
さ
れ
て

い
る
４
カ
所
の
調
査
区
で
、
平
成

16
年
度
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
遷
移
の
過

程
と
考
え
ら
れ
る
広
葉
樹
の
枯
死

が
見
ら
れ
た
以
外
、
調
査
区
の
植

生
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ
ウ
の
根
元
の
表
層
土
壌
で
は
照

葉
樹
の
落
葉
被
覆
率
が
高
ま
り
肥

沃
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
、
今
後
、
尾
根
部
の
貧
栄
養
土
壌

に
生
育
す
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の

成
長
に
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
注
意
が
必
要
で
す
。 

○
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
既
往
試
験
地
の 

 

追
跡
調
査 

 

外
来
種
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
駆
除
対

策
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
低
木
駆
除
調
査
と
成
木
駆
除
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
調
査
区

で
は
、
伐
倒
し
た
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の

根
株
に
遮
蔽
シ
ー
ト
を
設
置
し
た

場
合
と
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
追

跡
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
25
年
度
と
26
年
度
の
比

較
で
は
、
遮
蔽
シ
ー
ト
の
有
無
に

よ
る
生
存
率
に
ほ
と
ん
ど
差
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
成
木
駆
除

調
査
区
に
お
け
る
樹
皮
を
環
状
に

剥
が
し
た
個
体
の
生
存
率
は
大
き

く
下
が
り
、
駆
除
に
有
効
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

【
ヤ
ク
シ
カ
対
策
】 

 

ヤ
ク
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、

前
日
に
行
わ
れ
た
科
学
委
員
会
の

ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

と
県
の
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
検
討

会
の
委
員
合
同
の
会
議
概
要
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
１

月
末
の
捕
獲
頭
数
か
ら
３
年
連
続

し
て
４
５
０
０
頭
以
上
の
捕
獲
が

予
想
さ
れ
、
依
然
と
し
て
減
少
傾

向
が
う
か
が
え
ず
、
生
息
頭
数
の

把
握
方
法
や
管
理
手
法
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平

成
27
年
度
に
策
定
が
予
定
さ
れ
て

い
る
「
屋
久
島
地
域
ヤ
ク
シ
カ
管

理
計
画
（
仮
称
）
」
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

【
山
岳
部
の
利
用
対
策
】 

 

山
岳
部
の
利
用
に
関
し
て
は
、

縄
文
杉
周
辺
の
再
整
備
を
中
心

に
、
撤
去
し
た
北
側
デ
ッ
キ
に
つ

い
て
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
の

作
業
部
会
の
検
討
案
が
示
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
関
係
者
へ
の
説

明
概
要
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

 

整
備
方
針
案
に
対
し
て
も
科
学

委
員
会
か
ら
は
、
景
観
的
な
配
慮

に
加
え
て
縄
文
杉
周
辺
の
植
生
の

特
徴
な
ど
科
学
的
視
点
も
加
え
る

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
屋
久
島

町
が
検
討
し
て
い
る
ガ
イ
ド
登
録

認
定
制
度
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
拡
張
登
録
申
請
、
入
島
税
等

検
討
会
議
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
、

広
範
囲
に
わ
た
る
内
容
で
会
議
を

終
了
し
ま
し
た
。 

  

本
州
西
部
・
九
州
・
沖
縄
に
分
布

す
る
常
緑
低
木
。
山
地
の
林
内
に

生
育
す
る
。
果
期
に
は
楕
円
形
の

果
実
が
赤
く
目
立
つ
。 

 

ナ
ン
ゴ
ク
ア
オ
キ
は
庭
木
で
栽

培
す
る
ア
オ
キ
よ
り
成
長
が
遅

く
、
枝
振
り
は
弱
々
し
い
。 

 

花
期
は
３
月
、
果
期
は
２
～
３

月
。 
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屋久島の植物 

ナンゴクアオキ 

（アオキ(旧ミズキ)科） 

屋久島生態系モニタリング 

屋久島中央部の植生垂直分布調査（平成 24年度） 
●標高 1200㍍地点（№１プロット）大王杉付近 
[高木層 9-25m]スギは最上層の優占種だが､その下層にヒメシャラも多
く､連続した階層と判断したため､前回(H19)からスギを第１高木層の優
占種とし､前々回(H14)亜高木層の優占種だったヒメシャラを第２高木
層とした。他にヤマボウシ､リョウブ､カナクギノキが第２高木層に出現。
プロットに接する大王杉は樹高 24.7㍍､胸高周囲11.1㍍（H4屋久杉
自然館）。[亜高木層 3-9m]サクラツツジが優占､ハイノキ､ユズリハ､イ
ヌガシ､アセビが多い。植被率は 30%と低い。[低木層 1.2-3m]ハイノキ
が非常に多く､続いてサクラツツジ､ヒメヒサカキ､シキミが多い。[草本層 
1.2m未満]ハイノキが多い。ユズリハ､サクラツツジ､シキミが続く。草本
ではコバノイシカグマが多い。ヤクシカの嗜好性の低いものが生存。 
[群集及び特徴的な出現樹種]スギ-ハイノキ群集。高木には樹冠のよ
く発達したスギが多く､ヒメシャラの生育もよい。プロット近くの尾根部に
ヤクシマカラスザンショウが生育。草本層にはヒメチャルメルソウなど屋
久島固有の矮小化した植物種が見られる。 
[植生の変化考察]前々回､亜高木であったヒメシャラの上長生長と樹冠
域の拡大が引き続き今回も見られ､亜高木層の中で抜け出し､第１高木
層のスギとの段階的連続性が顕著に見られ始めた｡ヒメシャラの生長に
伴い､亜高木･低木のヤマボウシやアセビ､ハイノキの被圧枯死木（立枯･
倒木）が見られたが､生き残ったハイノキ低木の上長生長のよさが目立っ
た｡低木･草本層は､全体の植被率は５年前とそれほど変わらないが､そ
の構成種にはヤクシカの不食種であるハイノキやヒメシャラ､ユズリハ､
コバノイシカグマの割合が増加｡コバノイシカグマの２～３割にはヤクシ
カによる食痕が見られた｡今後もヤクシカによる食害が進むと､将来的
には下層植生の種数が限られ､既存種の多くが蘚苔層内で矮小化す
るか樹岩上でしか見られなくなる可能性があるので､今後も経過を観察
していく必要がある｡ 

平
成
26
年
度
第
２
回 

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
の
開
催 



 

少
し
大
き
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

地
球
上
の
多
く
の
生
命
は
、
生
物
誕

生
40
億
年
の
歴
史
の
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
の
中
で
適
応
進
化
を
遂

げ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
多
様
な
生

態
系
の
つ
な
が
り
や
相
互
作
用
の

中
で
育
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
物
多
様
性
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
生
命
存
立
の

基
盤
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
今
、
生
物
多
様
性
は
４
つ

の
危
機
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

第
１
の
危
機
は
、
開
発
や
乱
獲
に

よ
る
種
の
減
少
、
生
息
地
の
減
少
な

ど
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
で
す
。
第

２
の
危
機
は
、
里
地
里
山
な
ど
の
手

入
れ
不
足
に
よ
る
生
物
多
様
性
の

減
少
、
劣
化
で
す
。
第
３
の
危
機
は
、

外
来
種
や
化
学
物
質
が
も
た
ら
す

危
機
で
す
。
第
４
の
危
機
は
、
地
球

温
暖
化
の
進
行
な
ど
地
球
環
境
の

変
化
に
よ
る
危
機
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
第
２
の
危
機
に
つ
い

て
も
う
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
第
２
の
危
機
は
、
里
地

里
山
の
手
入
れ
不
足
だ
け
で
な
く
、

人
工
林
の
手
入
れ
不
足
、
伐
採
後
の

開
放
的
環
境
の
減
少
な
ど
も
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
す
（
生
物
多
様
性
国
家

戦
略
２
０
１
２-

２
０
２
０ 

平
成

24
年
９
月
）
。
特
に
草
地
や
若
い
林

等
「
遷
移
初
期
種
」
の
生
育
す
る
解

放
地
を
好
む
生
物
（
昆
虫
、
鳥
類
、

蜘
蛛
等
）
や
生
息
地
が
、
減
少
し
て

生
物
多
様
性
が
劣
化
す
る
と
い
う

の
も
問
題
と
さ
れ
、
こ
の
第
２
の
危

機
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
戦
後
盛
ん
に
造
成
さ

れ
た
人
工
林
は
、
成
熟
期
を
迎
え
て

お
り
、
日
本
全
国
と
同
様
こ
こ
屋
久

島
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
成
熟
し

た
森
林
を
好
ん
だ
り
、
依
存
し
て
い

る
種
に
と
っ
て
は
、
高
い
林
齢
の
森

林
伐
採
は
、
負
の
影
響
が
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
採
草
地
や
幼
齢
林
等

新
植
造
林
地
な
ど
、
そ
の
遷
移
初
期

種
を
好
む
種
に
と
っ
て
は
、
無
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。 

 

屋
久
島
は
、
ヤ
ク
シ
カ
に
よ
る
農

林
業
被
害
や
生
態
系
へ
の
被
害
が
、

顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の

予
算
を
掛
け
て
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て 

 
  

２
月
27
日
、
広
島
大
学
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
同
大
学
院
生
５
人
に
教

授
と
通
訳
を
含
め
た
７
人
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
同
院
生
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、
日
本
と
国
際
色
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
一
行
が
学
ん
で
い
る
総

合
科
学
研
究
科
で
は
現
在
、
観
光
と

地
域
の
発
展
に
つ
い
て
研
究
が
な

さ
れ
て
お
り
、
「
広
島
大
学
科
学
研

究
科
21
世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
今
回
、
屋
久
島
で
２
０

０
９
年
か
ら
進
め
て
い
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
観
光
産
業
の
持
続

可
能
な
発
展
」
に
つ
い
て
調
査
に
訪

れ
た
も
の
で
す
。 

 

当
日
は
屋
久
島
森
林
生
態
系
保

全
セ
ン
タ
ー
２
階
に
お
い
て
「
屋
久

島
に
お
け
る
国
有
林
の
管
理
と
森

林
保
全
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
使
用
し
て
猪
島
生

態
系
管
理
指
導
官
が
説
明
を
行
い

ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
屋
久
島
が
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
経
緯
、
屋
久
島

の
国
有
林
の
状
況
や
植
物
の
垂
直

分
布
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
。
続
い

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
樹
勢
回

復
・
樹
勢
診
断
措
置
、
巡
視
活
動
、

広
報
活
動
な
ど
当
セ
ン
タ
ー
の
保

全
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。 

 

研
修
生
か
ら
は
「
保
全
セ
ン
タ
ー

の
財
源
は
ど
こ
か
ら
出
て
い
ま
す

か
？
保
全
セ
ン
タ
ー
が
現
在
直
面

し
て
い
る
課
題
は
何
で
す
か
？
」
な

ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

通
訳
を
通
し
て
の
説
明
で
予
定

の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
有
意
義
な
場
と
な
り
ま

し
た
。 
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生
物
多
様
性
４
つ
の
危
機
と 

              

シ
カ
対
策
に
つ
い
て
考
え
る 

広
島
大
学
大
学
院
生
を
受
入 

 

～
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
観
光
の
発
展
に
つ
い
て
学
ぶ
～ 

 

多
く
の
被
害
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
未
だ
有
効
な
手
立
て
が
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。
採
草
地
や
伐

採
跡
地
等
は
、
シ
カ
の
採
餌
場
所

が
増
え
る
と
し
て
、
そ
の
こ
と
自

体
を
問
題
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

シ
カ
の
被
害
は
そ
の
発
生
要
因
の

科
学
的
解
明
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

有
効
な
対
策
を
取
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
現
在
、
関
係
機
関
の
間
で

「
屋
久
島
ヤ
ク
シ
カ
管
理
計
画

（
仮
称
）
」
が
策
定
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
も
含

め
て
、
計
画
捕
獲
の
導
入
に
よ
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
物
間
相
互

作
用
を
考
慮
し
、
多
様
な
森
林
生

態
系
を
確
保
す
る
こ
と
、
人
と
在

来
の
野
生
生
物
が
共
存
す
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
行
く
こ
と
が
重

要
で
す
。[

屋
久
島
森
林
管
理
署
長 

樋
口 

浩]
 

プロジェクタを使用し説明する指導官 

 

人工林の状況 

ヤクシカによる食害 

大学院生を囲み記念写真 


